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赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

氏　　　名 行政区

（－2人）

（－2人）

（前月比）

（－4人）

（＋6戸）

（国勢調査に基づき増減された現住人口）

氏　　　名 年　齢 行政区

公
民
館
が
主
催
す
る
「
高
齢
者
セ
ミ
ナ
ー
」
の
平
成

17
年
度
開
講
式
と
第
１
回
目
の
講
座
が
、
村
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
名
称
を
「
は
つ
ら
つ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
改

め
、
講
座
内
容
も
園
芸
や
料
理
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
コ

ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

開
講
式
後
に
は
、
第
１
回
目
の
講
座
が
行
わ
れ
、
菅

野
村
長
が
「
ま
で
い
ラ
イ
フ
推
進
・
指
導
者
へ
の
期

待
」
と
題
し
て
講
演
し
た
ほ
か
、
原
町
警
察
署
員
に
よ

る
交
通
安
全
教
室
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
講
座
は
、
日
帰
り
研
修
も
含
め
、
全
８
回

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

今
年
度
の
「
学
校
評
議
員
委
嘱
状
交

付
式
」
が
行
わ
れ
、
評
議
員
23
人
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
評
議
員
は
、
校
長
の
求
め
に
応

じ
、
相
談
役
と
し
て
意
見
を
述
べ
た
り

助
言
し
た
り
す
る
も
の
で
、
各
校
長
の

推
薦
に
よ
り
教
育
委
員
会
が
委
嘱
し
て

い
ま
す
。

評
議
員
に
意
見
を
求
め
る
主
な
事
項

と
し
て
は
、
学
校
の
教
育
目
標
や
計
画
、

学
校
と
地
域
の
連
携
・
融
合
の
進
め
方
、

学
校
運
営
に
関
す
る
保
護
者
や
地
域
住

民
の
意
向
、
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成

な
ど
で
す
。

▲代表して委嘱状を受け取る
川村ツヤ子さん（草野）

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
過
程
や
、
地
域
住

民
と
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
菅
野
村
長
が
出
席
し
、
有
馬

会
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
た

「(

社)

文
教
施
設
整
備
期
成
会
定
期

総
会
」
の
席
上
で
、
飯
樋
小
学
校

が
平
成
17
年
度
の
公
立
学
校
優
良

施
設
と
し
て
、(

社)

文
教
施
設
協

会
会
長
賞
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
15
年
度
に
整
備
さ

れ
た
全
国
の
公
立
学
校
か
ら
選
ば

れ
る
も
の
で
、
今
回
は
飯
樋
小
を

含
め
３
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

選
考
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
校

舎
の
改
築
設
計
に
当
た
り
、
児
童

な
ど
か
ら
広
く
意
見
を
取
り
入
れ

公
民
館
で
「
青
少
年
健
全

育
成
緊
急
村
民
大
会
」
が
開

か
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
誓

い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
村
内
の
少

年
ら
に
よ
る
不
祥
事
件
が
発

生
し
た
こ
と
や
、
全
国
的
に

少
年
の
凶
悪
犯
罪
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
発
の

防
止
お
よ
び
今
後
の
青
少
年

育
成
に
村
全
体
で
取
り
組
も

う
と
、
村
が
主
催
し
た
も
の

で
す
。

大
会
で
は
、
菅
野
村
長
か

ら
「
村
民
一
丸
と
な
っ
て
青

少
年
育
成
に
努
め
、
こ
の
大

会
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

に
す
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
に

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ

た
の
に
続
き
、
原
町
警
察
署

の
佐
藤
喜
一
生
活
安
全
課
長

か
ら
、
青
少
年
非
行
の
実
態

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
・
学
校
・

地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
青
少
年
育
成
へ
の
提
言
と
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
青
少
年
の
健
全

育
成
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を

記
し
た
決
議
が
、
参
加
者
全

体
の
拍
手
に
よ
り
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

家庭では
・小さい事から、よいことといけないことをしっかり教えます。
・「タップリほめる、シッカリしかる運動」をさらに進めます。
・親から子へのあいさつを実行します。
・携帯電話やインターネットの使い方に気配りします。
学校では
・「命の大切さ」の学習にさらに力をいれます。
・善悪の判断の教育に今まで以上に取り組みます。
地域では
・行政区の各集会で、青少年健全育成や防犯についての話し合いをします。
・夏休み前に青少年健全育成や防犯についての集会を開きます。
村では
・村の会議では、必ず青少年健全育成や防犯についての話をします。
・社会教育、生涯学習や広報啓発活動をさらに進めます。
・青少年が自主的、主体的に参加活動できる環境づくりに努めます。
・「だれでも、いつでも相談室」の開設を図ります。

 


